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うな規格外ともいえる縦長のものは、引札
とは同一視せず「ビラ」と別称しているこ
とも付記しておきたい。
　靴が都市部だけでなく、地方にも普及し
ていったことは、容易に想像できるが、そ
んなこともかい間見られる、古写真も遺さ
れるているので、併せてご覧になっていた
だきたい。（写真参照）
　『洋馬具　鞁靴
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類商　三星商會』の開店
記念写真（タテ10cm×ヨコ14cm）である。
写真は台紙付きだが、撮影した写真館名も
ないので、残念ながら場所の特定はできな
い。撮影年については、店先に立つ電柱に
「四十年十月」の墨書があるので、明治末
期の推定は可能である。
　面白いのは店頭に掲げられた看板の文字
である。「鞁靴
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」とあるが、当時は「鞁」
と書いて「かわ」と読ませていたのであろ
うか。これについては、もう少し勉強をし
たいと思っている。
　主題に関係はないが、向って左の国旗が
なぜか束ねられている。自慢の大時計を写

さんための工夫
らしいが、なん
ともほほえまし
い写真である。
写真の隅々を、
ルーペで丹念に
覗いていると、
いろんなむかし
が見えてくるか
ら、古写真の探
検はまことに楽
しい。

　やっと巡り会えた靴の引札、二枚の内の
一枚は前号で紹介したから、今回はもう一
枚の方をご覧いただこうかと思う。
　文明開化の匂いがする前回の大阪の引札
に比べ、今回の絵はいかにも古風な武者絵
である。（写真参照）
　絵の隅に「佐藤四郎忠信　吉野山　横川
覚
かく

範
えん

と闘
たたか

ふ」とあるが、武者絵は、扱う皮
革製品のすべてが「堅牢で安心」というメッ
セージなのであろうか。
　絵の余白に『諸獣皮買入所　靴　馬具太
鼓並びに萬

よろず

皮細工　一関五十人町（現・岩
手県一関市の内）　関東又治商店』とある。

（タテ74.5cm×ヨ
コ25.5cm）高度な
印刷技術から考
え、古風とはいい
ながら、明治後期
の発行ではないか
と推定している。
引札のコレクター
の間では、このよ
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